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藤原：皆さんこんにちは。藤原でございます。本日はお忙しいところ、当社のカンファレンスコー

ルにご参加いただき、ありがとうございます。それでは、2025 年度第 1 四半期の決算説明を始め

させていただきます。 

25 年度第 1 四半期における世界経済は、地域ごとにばらつきが見られましたが、先行きの不透明

感が一層増しました。日本は底堅い内需に支えられ、堅調に推移しました。一方、米国は個人消費

に陰りが見られ、貿易政策の転換などにより減速しました。また、欧州では紛争長期化や一部地域

の低迷を背景に、景気回復のペースが鈍化しました。中国では政府の景気刺激策により景気減速に

歯止めがかかる兆しが見られたものの、不動産市場の低迷が継続しました。 

そのような環境の中で当社の 25 年第 1 四半期実績は、スライドで示しておりますように、売上高

は、前年同期比 26 億円増の 1,948 億円、営業利益は、101 億円減の 187 億円、当期純利益は、96

億円減の 120 億円となりました。 

前年同期比で減益ではあるものの、概ね 2 月に公表した業績予想通りに推移しました。為替及び原

燃料の実績は、資料に示してある通りです。 
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このスライドは、各セグメントの売上高及び営業利益の実績を、前年同期との比較で示していま

す。イソプレン及びトレーディングセグメント以外は減益となりました。 
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このスライドでは、営業利益の増減要因の全社まとめを示しております。 

「数量」は、底堅い需要に支えられ、17 億円の増益要因となっています。一方で、「原燃料・為

替」は、原燃料価格の上昇などにより 32 億円の減益要因となりました。「その他」は、在庫評価

差額のマイナス影響や経費の増加などにより、81 億円の減益要因となりました。 
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ここからはセグメント別に事業の状況を説明いたします。 

最初はビニルアセテートセグメントです。当セグメントは、前年対比で増収・減益となりました。

各事業の販売の状況は、右上に記載のコメントをご覧ください。 

営業利益は、前年同期比で 89 億円減少しました。「数量」は、〈エバール〉などの販売数量が増

加した影響により、16 億円の増益要因となりました。「原燃料・為替」は、原燃料価格上昇の影

響などにより、35 億円の減益要因となりました。「その他」は、在庫評価差額のマイナス影響な

どにより、61 億円の減益要因となりました。 

原燃料価格の上昇や在庫評価差額のマイナス影響を受け、セグメント全体の営業利益は 89 億円の

減益となったものの、ポバール樹脂や水溶性ポバールフィルムなど一部の事業は、年初に公表した

予想に対して若干の上振れとなりました。 
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次にイソプレンセグメントです。当セグメントは 、前年対比で増収・増益となりました。各事業

の販売の状況は、記載のコメントをご覧ください。  

「数量」は、タイ拠点の稼働安定及びこの拠点を活用した拡販により販売数量が増え、8 億円の増

益要因となりました。また、在庫評価差額のプラス影響などにより、「その他」は 20 億円の増益

要因となりました。以上のことから、セグメント全体の営業利益は 28 億円の増益となりました。 
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機能材料セグメントは、前年対比で減収・減益となりました。各事業の販売の状況は、右上のコメ

ントの通りです。 

「数量」は、米国寒波や生産トラブルの影響等により、7 億円の減益要因となりました。「その

他」は、在庫評価差額のマイナス影響や経費の増加などにより、11 億円の減益要因となりまし

た。 

活性炭事業について、米国寒波や生産トラブルの影響等があり、セグメント全体の営業利益は 12

億円の減益となりましたが、北米における活性炭の需要は底堅く推移しており、今後の挽回に努め

てまいります。 
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繊維セグメントは、前年同期比で減収・減益となりました。各事業の販売の状況は、右上のコメン

トの通りです。 

「その他」は、在庫評価差額のマイナス影響により、5 億円の減益要因となりました。欧州経済の

低迷や自動車生産台数減少の影響等を受け、セグメント全体の営業利益は 4 億円の減益となりまし

た。 
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このスライドでは、貸借対照表の資産の部を昨年末と比較しております。 

流動資産は 1 億円の減少となりました。これは、定期修理前の在庫積み増しの影響により棚卸資産

が 181 億円増加した一方で、為替が円高に振れたことによるマイナス影響があったためです。ま

た、固定資産は 264 億円の減少となりました。これは、主に為替が円高になったことによる影響

です。 

  



 
 

 

9 
 

 

このスライドでは、貸借対照表の負債・純資産の部を示しております。 

負債は、短期借入金やコマーシャル・ペーパーが増加した一方で、為替が円高に振れたことによる

マイナス影響があり、17 億円の減少となりました。純資産は、円高で為替換算調整勘定が 272 億

円減少した影響などにより、248 億円の減少となりました。この結果、自己資本比率は 0.7 ポイン

ト減の 58.5%となりました。 
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上期の業績予想については、足元の業績及び事業環境を踏まえて精査した結果、期初の公表値から

変更はありません。通期業績予想については現時点では見直しをしておらず、第 2 四半期以降の状

況により、修正の必要がある場合は速やかに公表します。 

米国の関税政策については、影響を定量的に予想することは困難であり、業績予想には織り込んで

いません。 
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米国トランプ政権が掲げている関税政策による世界経済への影響は、一般的には経済成長率の鈍

化、物価上昇、これらを通じた景気悪化などの懸念があると思いますが、その影響は広範に渡り定

量化した予想は難しいと考えています。 

一方で、当社の事業については、ビニルアセテートセグメントを中心にグローバルに製造拠点を持

っており、適地生産が可能な体制となっています。日本、米国、欧州、アジアの拠点を活用し各国

の市場に製品を供給することで、関税影響の最小化に努めていきます。スライドでは、世界地図上

に、当社の製造拠点を赤色で示しています。また、スライド右側に、国・地域別の売上高比率を円

グラフで示しています。これらのことから分かる通り、当社の製造拠点及び売上高は日本、米国、

欧州、アジアに広く分散しており、それぞれの国・地域において適地生産・適地販売を行っていま

す。米国の売上高は約 2 割であり、その多くは米国内で生産、販売されたものとなります。主力製

品である〈エバール〉や活性炭に加え、表中にはありませんが、高機能中間膜や水溶性ポバールフ

ィルムも米国に主要な製造拠点を有しています。 

米国の関税政策、世界経済の先行きあるいは今後の当社への影響を現時点で定量的に予想すること

は困難ですが、引き続き状況を注視しながらも、このスライドで示すようなグローバルに分散され

た生産・供給体制を生かした事業運営に努めてまいりたいと考えています。 
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当社は、株主の皆様に対する利益配分を経営の重要課題と位置付け、「親会社株主に帰属する当期

純利益に対する総還元性向 50%以上、1 株当たり配当金の維持・増額、自己株式取得の継続的実施

を目指す」を株主還元方針としています。 

この方針に基づき、「300 億円、2,200 万株」を上限とした自己株式の取得を本日決定、公表しま

した。今回取得する自己株式についてはその全株の消却を予定しており、消却株数及び消却時期に

ついては、決まり次第改めてお知らせいたします。 

25 年度は、中間・期末それぞれ 1 株当たり 27 円の配当を予定しており、それに自己株式の取得を

加えますと、総還元性向は約 104％となります。 

引き続き、資本効率向上と資本コスト低減に向けて、事業ポートフォリオ高度化や資本政策に沿っ

た財務運営を進め、早期の ROE 10%達成を目指してまいります。 

14 ページ目以降は参考資料となります。以上で説明を終わります。ありがとうございました。 
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